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＜連絡事項＞

· 本日、15:30より栄養個人票の打ち合わせあり、山田が業務から抜ける。

· 三上　幸宏様・小野寺文明様のデイケア紹介状・指示箋・食事指示箋、同意書を、下平ＰＳＷが準備を進めている。書類を受理し次第、スタッフは利用開始手続きを進めること。

＜利用者様情報＞　

· 横山　耕生様～昨日の午後、動悸の為、帰荘希望あり。バイタル測定し異常ないがいつもより表情

硬さあり少し早めに帰られている。青山荘スタッフに連絡すると、バイタル測定値を理由付けに帰りたがる面もあるとの事。今後、来所時に血圧・脈拍数をバイタル測定し、同様の訴えがある際、バイタル測定し来所時の値と比較し、本人の不安を軽減するようにする。
・ 種市　久子様～5/9にデイケアに来所し午後には帰ると本人様より連絡あり。

· 北嶋　剛様　～外出への不安、母の都合でデイケア送迎が出来ないとの事で、明日の通所は休むと

の連絡あり。

· 田中　正士様～午前プログラム時、卓球へ参加される。途中、バランスを崩しそうになることが多　　　　

い。最近、本人様、便秘を気にされ運動を沢山しようとする傾向もあるので、引き続き転倒しそうな場合いつでも手をかせるよう側で見守りをして行く。また、運動する際は、休憩を交えながら行うよう声掛けして行く。

＜医療機能評価について＞

目　　的　：現在の業務見直しと整理を行い、サービスの質の向上につなげる

受審予定日　：8月（詳細は未定）

前回の医療機能評価では、手順書が整備されているかどうかが主たる審査内容になっていた。今回受審するバージョンⅤでは、手順書の内容が現場に反映されているかどうかが主たる審査内容になる。そのため、一人一人のスタッフがその主旨や、業務の内容を理解した上で受審に臨む事。

· 整理・整頓・清掃

· ケアプロセスに則った実践と記録

＜プログラム検討＞

· 今月いっぱいで、全員対象に個人面談を実施し各利用者様の目標を明確にしていく。

· 新規プログラム案の提出に関して

～現在のプログラムの現状・問題点・改善案の明文化作業。

～目標達成基準を、“いつ”“誰が”“どのような方法で”評価していくか検討。

～スタッフの配置、動き、必要人員数を明確化する。

　　来週までに作成し提出の事。

＜事例検討１＞

秋山　和子様（45歳）　統合失調症　　

○デイケア利用開始　Ｈ14年9月2日（4年半経過）

○利用率　　94～100％

○治療計画　定期的な通所を通じて生活習慣を整え再発防止・社会性の拡大を図る。

　　　　　　繰り返しの確認や訴えについて、その都度本人の話を聞き、わかりやすく説明する。

○最近の様子

ＧＷ前は受診日の確認や、休日についてスタッフに何回も聞く事があった。　

責任感があり、食器洗い・水汲み等の当番は忘れず行うことが出来ている。

毎日通所しているが週3回にへらしたいと母様に相談したところ、今まで通りと促され落ち込んだと話すことあり。

「ＳＳＴをやりたくない。」と言う反面、ウオーミングアップの材料を持参して参加する事があり。

他の利用者様にジュースをおごった分、自分もおごられると考えており、母様に注意されている。

昼食でのレストラン移動時間12：20と早いが説明にて徐徐に他者との時間に近くなって来ている。

新棟について時々、聞いてくる事あり。

○今後について

お母様の事や家の事について不安を訴える事多い。訴えのあった時は傾聴し、必要に応じてご家族との情報交換を行っていく。ご家族に連絡する際には、スタッフがご家族にどのような関わりを持ったのかを何度も聞きに来られる事あるため、必ず本人様に説明のうえ実施する。

抽象的な説明には理解が困難である為、具体的に本人様の実際の言動や周囲での出来事を元に具体的な説明を行う事。また、繰り返し本人様の言動を振り返りながら説明の実施を行っていく。

＜事例検討２＞

我満　奈津紀様（34歳）　統合失調症　　

○デイケア利用開始　Ｈ16年11月1日（２年4ヶ月経過）

○利用率　　60～76％

○治療計画　地域生活を維持するため、生活リズムを崩さないよう毎日通所できるようにする。

家事・育児のストレスを軽減するよう、悩みや気持ちを聞き、適切なアドバイスを行う。

○最近の様子

外来情報：本人より｢涙が、止まらない｣と主治医に訴え薬剤調整となっている。その後、疲労感あり処方変更され同訴えは軽減されている。主治医からは、ゆっくり休むよう助言あり。　

日常生活：娘様（小３）が春休み中、自宅で過ごしている。

「朝、起きれない」とのことだが、7時に起床し、子供に食事を食べさせ小学校へ送迎も出来ている。「家事が出来ない。」「（やろうとすると）気後れしてしまう。」と話され、青明舎スタッフに情報提供している。又、デイケア来所時、青山荘で洗濯機の利用を促し、1度利用しているが「量もあるし、女性ものの洗濯だから青山荘ではしたくない」と話される。現在は、子供と一緒に洗濯しているが掃除は出来ていないとの事。

昨年、中絶しているが相手の男性と交際継続しており先日「妊娠したい。」「先生に相談し、避妊リングを外したい。」とスタッフに相談あり。関係機関に情報提供しケア会議を調整中。

○今後について

5/18（金）婦人科受診予定のため、その前にケア会議実施予定。現在の生活状況の振り返りと、妊娠・出産・育児について検討していく。










